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はじめに

川崎都市白書の刊行にあたって

都市政策研究センター長

経済学部教授平尾光司

専修大学社会知性研究開発センターでは2004年に文部科学省の私立大学学術研究高度化推進事業

<オープン ・リサーチ・センター推進事業>として「イノベーション・クラスター形成に向けた川崎

都市政策への展望」の研究プロジ、エクトを提案・採択された。

この研究プロジ、エクト展開のために都市政策研究センターを創設した。オープン・リサーチの趣旨

である学外に聞かれた研究者の参加を目指して、センターには学内の教員 ・助手18名に加えて国外の

研究者 (22名)も参加している。

われわれが研究プロジ、エク トとして川崎市のイノベーション ・クラスター形成を取り上げた問題意

識はつぎのようなものであった。

第一にグローパJレ経済とIT革命の展開・深化するなかで川崎市のイノベーション都市としての新し
い可能性と条件を明らかにすることである。

第2には現代の国家単位の競争がそれぞれのリーデイング都市 ・地域間の国際競争として展開され

る様相を深めている事実に着目 した。その中で川崎市の競争力の検証は日本の未来の競争力・可能性

を明らかにすることに直結するという認識である。

第3に都市・地域間競争は、これまでの物質的生産力の競争から知的生産力にも とずく地域イノベ

ーションの展開力へと競争軸が転移していることである。

したがって、第4にはこのイノベーション展開力の基盤となる人材・企業間ネ ットワーク、産学官

の連携などのクラスターの形成の仕組みが明らかにされなければならない。

第5に工都100年を迎える川崎市がその歴史的発展過程で蓄積してきた資産(レガシーアセット)
の現代的評価である。大企業を中心とする臨海部の素材産業、内陸部の電機・機械産業と中堅・中小企

業が中心となる素形材産業の集積は世界の都市で トップ水準にある。

この産業集積には戦災、公害、空洞化の試練を乗り越えて人材、設備、技術が蓄積されている。ま

た、 KSP，KBIC，THINKなどの新産業・ベンチャー企業のインキュベーション施設も成長している。
第6にはこのような貴重な都市資産を活用して21世紀型の環境・調和型の持続的都市成長の実現の

ために多様なクリエイテイブな人材を惹きつける都市として魅力度の向上である。それは社会インフ

ラ、教育機関、生活アメニテイの向上であり、生活・文化産業の発達による高度化・多様化する市民ニ

ーズへの対応である。その実現への課題を明らかにすることも問題意識の基底にあった。

本研究プロジ、エクトではこのような問題意識から川崎市の経済・産業・企業分析を最新の学問の研究

成果を視野にいれ、 実証調査を重ねてきた。また、 川崎市のグローパル・ポジションを明らかにする

ため内外の30都市の比較調査を実施して川崎市の比較優位と比較劣位を明らかにすることを試みた。

その成果は毎年の研究年報、公開講座で発表してきた。今回刊行する都市政策白書は研究プロジ、エク

トの中間時点でこれまでの成果を取りまとめたものである。2009年度の最終報告書作成への里程標と

してGloba1 Cen ter of Excel1ence =カワサキ・モデルへの課題と方向を明らかにすることに努めた。
広くご批判をいただければ幸甚である。

我々が研究に着手してから4年間に川崎市の産業 ・経済は着実に再生の足取りを固めてきた。また、ミ

ユーザ、チッタデッラ、ラゾーナ等の完成により、生活文化拠点としての都市機能の高度化も進展した。

新百合ヶ丘、 武蔵小杉等の新たな都市集積が展開している。さらに羽田空港の国際化も目前で、 神

奈川口構想も具体化しつつある。これは、マクロ経済環境の好転だけでなく、企業・自治体、市民の

努力が結実しつつある証左であろう。この都市政策白書が新しい躍動への流れを加速させる役割が果

たせたら望外の幸せである。

最後に、本研究プロジェク トの発足以来、各面から多大なご支援とご協力をいただいた川崎市、川

崎市産業振興財団、川崎商工会議所はじめ関係各位に深い謝意を表したい。
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